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Yell ～絆を深めてKeep Smile～ 

 まず、上の写真のように一斉に授業を行いま

す。この時大切なのが、予想を立てること。 

「なんといっているでしょうか？」 

答えの予想を立てながら、聞こえてきたカード

を持ち上げて、練習していきます。 

６年生の外国語科は、「将来の夢」について学

習を進めています。 

 一方で、思春期を迎えた子どもたちが、コロナ禍

にあって楽しく活動をすることは難しい状況です。 

そこで、活動時間を細分化して、子どもたちのニー

ズにこたえるように授業構成をしました。 

 次にグループで活動を仕組みま

す。短時間で終わり、楽しめるよう

に条件を与えました。子どもたち

はゲーム感覚で会話を楽しむこと

ができました。  最後は、子どもたちの大好きなタブレット端末を使っ

て、自分が伝えたい内容を英語の文章にして打ち込みまし

た。中には右のように、イラストをいれながら、上手に仕

上げた子どももいます。 

 金曜日には、ALTの先生の前で発表会をする予定です。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらは６時間目の代表委員会の様子です。

実は、ここには６年生の姿がありません。 

それもそのはず。６年生を送る会について話

し合っているからです。 

司会は５年生。記録も５年生。発表者も５年

生、そして代表の４年生。 

 担当の先生、５年生の担任の先生方が中心と

なって、６年生を送る会で歌う歌について話を

進めました。 

 また、コロナ禍で楽しめるゲームについても

話し合いを進めました。 

 ご覧のように、司会の子どもたちが意見を求める

と、多くの手が挙がります。最高学年としての自覚

が高まる瞬間です。５年生の子どもたちは、とても

生き生きしていました。 

 やがて話し合う内容が決まりました。自分たちで

企画、運営することはとても大変なことかもしれま

せんが、少しずつ最高学年に向かって進んでいる様

子がうかがえます。 

 今後の５年生の活躍が期待されます。 


